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「半田市 PPP/PFI 手法導入優先的検討の基本方針」に基づき、PPP/PFI 手法導入審査委員会にて検討を行いました。なお、
本事業は、基本構想・基本計画・基本設計・実施設計を一括して発注する方針としていたことから、それ以外の工事・運営・
維持管理等プロセスについて PPP/PFI 手法導入を検討しました。審査の結果、施設設備の運営・維持管理費が小規模かつ
少額であるため、PPP/PFI 手法導入によるコスト削減効果は見込み難く、従来型方式が適していると決定されました。
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２．基本構想　基礎調査の概要と更新の方針　１．基本構想・基本計画策定について
● 背景と目的

● 複合化する施設と整備方針

● 更新の方針

● 耐力度調査
乙川東小学校の校舎の一部は建築から 60 年以上経過し、老朽化と度重なる増改築や室用途の変更により機能的でない

配置となっており、教育環境に影響が生じています。また特別教室等の不足やバリアフリー対応も課題です。
今後、人口減少・高齢化が一層深刻化していくことに備えて、本市公共施設の整備・更新にあたっては、「半田市公共

施設等総合管理計画」において、持続可能かつ効率的な行政運営をするために、可能な限り「公共施設の複合化」を検討
することとなっています。

また、自治区が持続可能な地域運営をしていけるように小学校区を地域コミュニティの基本単位とする小学校区
コミュニティの構築を目指し、地域の拠点づくりという視点からも公共施設の複合化を進めます。

この基本構想・基本計画は、校舎の更新に向けて、耐力度調査等の基礎調査に基づき、施設整備の方針と施設配置、
事業手法等の検討を行い、公共施設の複合化の方針を整理し、今後の設計に反映するために策定するものです。

用　　　　途：小学校を中心とした複合施設
複合する機能：（仮称）地域交流施設
　　　　　　：放課後児童クラブ
　　　　　　：放課後ひろば（児童センターの機能を変更し、放課後

子ども教室を含めた施設）
　　　　　　 
整 備 方 針

（１）施設の機能と整備方針

：（仮称）地域交流施設、児童の居場所は各 1 つの設置とします。
：小学校敷地内に設置することとし、可能な限り施設の共有利用を図ります。
：児童の居場所は、3 機能（現行の放課後児童クラブ、児童センター、放課後子ども教室）の一体的な運営

を原則とします。

現行の機能 方向性 更新後の機能

公民館 機能変更
① （仮称）地域

交流施設
放課後児童クラブ

統合
② 児童の居場所

児童センター 機能変更
放課後子ども教室

所要の耐力度点数（4500 点以下）のものについては、国庫補助の基準に基づき構造上危険な状態にある建物として判定
します。増築のためのつなぎ部分は、増築側の棟と一体として調査しています。調査の結果、耐力度の基準である 4,500 点
以下の建物が確認されました。（「施設の配置図」の着色部分）

施設の配置図 

耐力度調査結果一覧 

現行の機能と更新後の機能

耐⼒度調査結果⼀覧
棟番号 階数 構造 ⾯積（㎡） 建築年⽉ 耐⼒度
①-1

（①-3）

⑤-2
（⑤-5）
（⑤-6）

⑯
（①-4）
（⑤-4）

㉑ 1 RC 922 平成21年3⽉ 調査不要
㉒ 1 S - 平成21年3⽉ 調査不要
㉓ 1 S 314 令和3年3⽉ 調査不要

4,500

①-2 2 RC 534 昭和41年3⽉ 4,500

2 RC 534 昭和36年3⽉

4,095

⑤-3 3 RC 155 昭和54年3⽉ 4,190

3 RC 1,046 昭和42年9⽉

4,131
⑭ 3 RC 541 昭和61年2⽉ 4,889
⑫-1 3 RC 822 昭和52年3⽉

⑮ 3 RC 140 昭和61年2⽉ 4,714

2 RC 373 昭和61年2⽉ 4,802

5,220
⑳ 2 RC 179 昭和52年3⽉ 4,714
⑲ 3 RC 67 平成4年3⽉

３．基本構想　事業手法の検討

４．基本構想　整備スケジュール

● PPP/PFI 手法の検討

● 整備スケジュール

耐力度調査の結果、耐力度が不十分な校舎については、既存校舎の活用が難しく建て替える必要があります。また、
耐力度が十分な校舎についても、一部を改修（長寿命化）する必要があります。その場合は仮設校舎等が必要となり、
費用対効果を考慮し不適と判断しました。このことから、既存校舎をすべて取り壊し、校舎を建て替える方針とします。
また、当該敷地内の既存施設等については、以下のとおりとします。

・体育館：改修等なし
・プール：体育科で行う水泳指導を民間に業務委託する方針のため、施設を解体します。
・旧給食センター跡地：学校用地として利用し、同等の面積を同敷地の別の場所に確保します。

（２）（仮称）地域交流施設
複雑化・多様化する地域課題の解決に向けて、人間関係が形成されやすく、一定の人口規模を持つ「小学校区単位」

の多世代住民が利用できる地域交流拠点を整備します。この施設は、既存の公民館が担ってきた「社会教育」や「生涯
学習」の機能を包括し、幅広い世代が交流できる場を目指します。

目的　 市民交流の拠点とすることによって、市民活動・コミュニティの活性化、地域の課題解決を図ります。

（３）児童の居場所

児童センター

放課後児童クラブ

児童の健全育成を目的とした児童福祉法に基づく児童厚生施設

放課後に保護者が家庭に不在となる児童に対し、適切な遊びと生活の場を与えることを目的とした
放課後児童健全育成事業として民間事業者に委託した施設

放課後児童クラブ
放課後ひろば（ ）

放課後子ども教室 地域の方々の参画を得て、学習、地域交流等の提供を行う事業

目的　
小学校内に児童の居場所を設置して拠点とすることにより、児童の安心安全な遊び場、保護者の安心向上、
地域の交流の場を提供します。

下記 3 機能を統合及び機能変更し、一体的な運営を行うことにより、小学校を拠点とした児童の居場所をつくります。 

2026年 2027年 2028年 2029年 2030年

4月 3月 4月 3月 4月 3月 4月 3月 4月 3月 4月 3月 4月 3月
 設計工程

工事工程

耐力度調査

ワークショップ

※外構整備1：給食センター跡地の整備、外構整備2：新校舎のグラウンド整備、外構整備3：既存校舎跡地

月
R11年度 R12年度

2024年 2025年年
年度 R7年度R6年度 R8年度 R9年度 R10年度

計5回実施

外構整備1

給食センター解体

実施設計基本構想・基本計画 基本設計

定期的に実施

令和11年
供用開始

反映
フィードバック

既存校舎解体
外構整備3

新校舎建設
外構整備2
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の字で配置！の字で配置！ココ 地域交流施設と子どもの居場所が中庭や屋外広場を介して学校とつながる地域交流施設と子どもの居場所が中庭や屋外広場を介して学校とつながる

出入口出入口凡例：凡例： 車両出入口車両出入口

吹抜け吹抜け

吹抜け吹抜け

※地域：（仮称）地域交流施設、児童：児童の居場所※地域：（仮称）地域交流施設、児童：児童の居場所配置 兼 1階イメージ配置 兼 1階イメージ

2階イメージ2階イメージ

駐車場
51台

駐車場
51台

縁側縁側 縁側縁側

縁側縁側

昇降口昇降口
メディア

（図書）
メディア

（図書） メディア（図書）メディア（図書）

地域地域
児童児童

管理
諸室
管理
諸室

地域の花路地域の花路

校門校門

既存体育館既存体育館

200mトラック200mトラック

100m100m

グラウンドグラウンド

並木並木

散歩道散歩道

屋根付き
広場

屋根付き
広場

地域・子どもの
利用範囲
地域・子どもの
利用範囲

交流の庭交流の庭

特別教室特別教室 特別
教室
特別
教室

特別教室特別教室

倉庫倉庫

鉄塔鉄塔

普通教室普通教室

普通教室普通教室

普通教室普通教室

普通教室普通教室

みんなの交流ひろばみんなの交流ひろば
N

FBCFBC

ベンチ・オブジェベンチ・オブジェ

ベンチ・オブジェベンチ・オブジェ

特別
教室
特別
教室

管理
諸室
管理
諸室

さんぽみちさんぽみち

駐車場
49台

駐車場
49台

ちゅうしゃじょうちゅうしゃじょう

だいだい

池池

暑い夏の日に屋外に日影をつくり
雨の日でも活動できる屋外の活動スペースをつくります。
暑い夏の日に屋外に日影をつくり
雨の日でも活動できる屋外の活動スペースをつくります。

発表会など学校や地域の
様 な々活動に利用できる多目的ホールをつくります。
発表会など学校や地域の
様 な々活動に利用できる多目的ホールをつくります。

俳句の会やお茶スペース、子どもが地域の人に
勉強を教えてもらうなど、地域の人や子どもたち
みんなが楽しめる場所にします。

俳句の会やお茶スペース、子どもが地域の人に
勉強を教えてもらうなど、地域の人や子どもたち
みんなが楽しめる場所にします。

地域交流施設と児童の居場所、学校が隣り合い、
必要に応じて特別教室や多目的ホールなどと、
一体的につながる計画にします。

地域交流施設と児童の居場所、学校が隣り合い、
必要に応じて特別教室や多目的ホールなどと、
一体的につながる計画にします。

特別教室は地域、児童の居場所での活動と
共用利用できる計画とします。
特別教室は地域、児童の居場所での活動と
共用利用できる計画とします。

地域交流施設、子どもの居場所と学校の特別教室が隣り合う共用利用がしやすい配置で学校とつながる地域交流施設、子どもの居場所と学校の特別教室が隣り合う共用利用がしやすい配置で学校とつながる文字案！文字案！一一

出入口出入口凡例：凡例： 車両出入口車両出入口

吹抜け吹抜け 吹抜け吹抜け 吹抜け吹抜け吹抜け吹抜け

地域・子どもの
利用範囲

地域・子どもの
利用範囲

縁側縁側縁側縁側

散歩道散歩道

配置 兼 1階イメージ配置 兼 1階イメージ

2階イメージ2階イメージ

駐車場
49台

駐車場
49台

昇降口昇降口

メディア
（図書）
メディア

（図書）

地域地域

※地域：（仮称）地域交流施設、児童：児童の居場所※地域：（仮称）地域交流施設、児童：児童の居場所

普通教室普通教室

普通教室普通教室
普通教室普通教室

児童児童

管理諸室管理諸室

地域の花路地域の花路

校門校門

東門東門

既存体育館既存体育館

遊具遊具

200mトラック200mトラック

100m100m

グラウンドグラウンド

並木並木

屋根付き
広場

屋根付き
広場

みんなの交流ひろばみんなの交流ひろば

中庭中庭

N

特別教室特別教室

FBCFBC

倉庫倉庫

ベンチ・オブジェベンチ・オブジェ

駐車場
51台

駐車場
51台

鉄塔鉄塔

池池

暑い夏の日に屋外に日影をつくり
雨の日でも活動できる屋外の活動スペースをつくります。

暑い夏の日に屋外に日影をつくり
雨の日でも活動できる屋外の活動スペースをつくります。

発表会など学校や地域の
様 な々活動に利用できる多目的ホールをつくります。
発表会など学校や地域の
様 な々活動に利用できる多目的ホールをつくります。

俳句の会やお茶スペース、子どもが地域の人に
勉強を教えてもらうなど、地域の人や子どもたち
みんなが楽しめる場所にします。

俳句の会やお茶スペース、子どもが地域の人に
勉強を教えてもらうなど、地域の人や子どもたち
みんなが楽しめる場所にします。

地域交流施設と児童の居場所、学校が隣り合い、
必要に応じて特別教室や多目的ホールなどと、
一体的につながる計画にします。

地域交流施設と児童の居場所、学校が隣り合い、
必要に応じて特別教室や多目的ホールなどと、
一体的につながる計画にします。

特別教室は地域、児童の居場所での活動と
共用利用できる計画とします。

特別教室は地域、児童の居場所での活動と
共用利用できる計画とします。

６．基本計画　施設規模

７．ワークショップについて

５．基本計画　計画の検討
● 必要諸室・施設規模

● ワークショップの実施概要

● 配置比較検討

種類 室⼀覧 規模 備考

普通教室等 普通教室、特別⽀援教室、通級指導教室 約1500㎡
普通教室は18室、特別⽀援教室は6
室を想定

特別教室等
理科室、⽣活室、⾳楽室、図画⼯作室、家庭科室、⽇本語教室、外国語教室、
図書室（メディアスペース）、準備室、学習室、多⽬的ホール、児童会室

約1600㎡ ⾳楽室は2室を想定

⽣活関連
昇降⼝、児童⽤トイレ、多⽬的トイレ、
児童更⾐室、廊下、階段、EV

約2000㎡

管理諸室
職員室、校⻑室、応接室、給湯室、保健室、相談室、カウンセリング室、印刷
室、職員トイレ、職員更⾐室、職員休憩室、放送室、会議室、印刷室、事務室、
⽤務員室、職員⽞関、配膳室、給⾷受⼊室、書庫、教材庫、電気機械室

約900㎡
相談室、カウンセリング室、保健室
は隣接配置

児童の居場所 学童保育室、遊戯室、事務室、⽞関、廊下 約500㎡
地域交流施設 ホール、会議室、打合せスペース、事務室、トイレ、⽞関、廊下 約500㎡
屋内運動場 既存屋内運動場を利⽤ -

外構 運動場、倉庫・備蓄倉庫、屋外トイレ、駐⾞場、⾃転⾞置き場 -
200mトラックと100m⾛路を確保、
駐⾞場は計100台

校舎棟合計 約7000㎡

普通教室をはじめとする各諸室は普通教室 1 室の面積約 70㎡を基準に計画します。既存校舎を仮設校舎なしで建て替えることとし、施設配置の検討を行いました。継続して利用する体育館との動線計画
や敷地周囲への影響などの観点から、複合化施設を既存校舎の南側に配置する A 案と体育館東側に配置する B 案をもとに、
今後の詳細な検討を行うこととします。

既存校舎の南側に複合化施設を配置し、
給食センター跡地を活用して東西方向に
グラウンド整備をします。屋内は中央の
メディアスペースを中心に地域や児童の
居場所、学校機能が取り囲む構成として
います。

A 案

B案

諸室規模一覧 

基本構想・基本計画期間では計 5 回のワークショップを開催しました。ワークショップでは、計 5 回のうち、4 回は
複合化施設での過ごし方など基本計画の策定に向けて、イメージをふくらませて意見を出し合い、5 回目でその内容を
反映した配置計画案（左記の A 案と B 案）をフィードバックし、参加者から様々な意見をいただきました。

第4回
描いてみよう!
~思いをカタチに。
デザインゲーム

第5回
確認しよう!
~施設整備のコンセプト＆
方向性

説明内容
実績とプロポーザル時
の提案内容の紹介

学校タンケン（フィールド
ワーク）の留意点

シナリオライティングのヒ
ント

配置のポイント 配置計画案

第3回
物語をつくろう!
~複合施設の使い方
過ごし方

工程

ワーク
ショップ
（WS)

WS実施内容

第1回
お互いを知ろう!
~おつひのマル秘？
強みと弱み

第2回
学校タンケン隊!
~乙川東小の魅力や
価値を再発見

5月月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

年 2024年 2025年

年度 令和6年度 令和7年度

基本構想・基本計画

第1回
9/14
●

第2回
11/23
●

第3回
11/30
●

第4回
12/14
●

第5回
2/22
●

検討
フィードバック意見出し意見出し意見出し 意見出し

フィールドワークの成果 グループワークの様子 グループワークの成果フィールドワークの様子

体育館の東側に複合化施設を配置し、
給食センター跡地を活用して南北方向に
グラウンド整備をします。屋内はコの字型
の平面で、交流の庭を中心に地域や児童
の居場所、学校機能が取り囲む構成とし
ています。


